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これまでの背景・経緯

火山・熱水活動処分施設

気候・海水準変動

隆起・沈降/侵食・堆積

深部流体

地震活動・断層運動

【火山】

マグマはどこに分布？

地層処分事業における背景

⚫ マグマの活動範囲を把握したい

⚫ 客観的 & 個人差を排した調査方法はないか
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富士山

これまでの背景・経緯

火山防災を考慮する上で、把握しておきたい情報

⚫ 火口ができる位置
※溶岩流、マグマ水蒸気爆発、火砕流、火山灰などの災害は、火口を中心
に発生・波及する

どの場所で火口が形成されるかのカギ

➢ 過去の火山活動に伴う地下のマグマの通り道

➢ 火道の位置や放射状岩脈が発達する方向の把握



火山の下のマグマの通り道を机上で推定する手法を発明 ～地形データから、長期間にわたるマグマの移動の痕跡を推定可能に～

4

富士山

これまでの背景・経緯

火山防災を考慮する上で、把握しておきたい情報

⚫ 火口ができる位置
※溶岩流、マグマ水蒸気爆発、火砕流、火山灰などの災害は、火口を中心
に発生・波及する

どの場所で火口が形成されるかのカギ

➢ 過去の火山活動に伴う地下のマグマの通り道

➢ 火道の位置や放射状岩脈が発達する方向の把握

これらの把握には、
専門家による個別の調査が必要
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富士山

これまでの背景・経緯

火山の地形と、過去のマグマの通り道との関係

⚫ 放射状岩脈の卓越方向

➢ 火山の山体の伸びの方向、側火山の分布

放射状岩脈
（マグマの通り道）

側火山

側火山

（引用文献[1]に基づく）火道
（マグマの通り道）



火山の下のマグマの通り道を机上で推定する手法を発明 ～地形データから、長期間にわたるマグマの移動の痕跡を推定可能に～

6

富士山

これまでの背景・経緯

火山の地形と、火道の安定性※との関係

⚫ 火道が安定

➢円すい形の地形

⚫ 火道が不安定

➢凹凸のある地形

火道安定型

火道不安定型

※ 火道の安定性：
火山の活動の中心である火道の空間的、時間的拡がりに関する特徴のこと。
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富士山

これまでの背景・経緯

火山の地形と、火道の安定性※との関係

⚫ 火道が安定

➢円すい形の地形

⚫ 火道が不安定

➢凹凸のある地形

火道安定型

火道不安定型

※ 火道の安定性：
火山の活動の中心である火道の空間的、時間的拡がりに関する特徴のこと。

例） 霧島山（霧島ジオパークHPより）

例） 羊蹄山（京極町観光協会HPより）

⚫具体的な地形の特徴を把握するまでに
は至っていない

⚫火山地形からマグマの通り道を推定する
手法が整備されていない
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富士山

今回の成果

等高線の形状に着目して、手法を構築

⚫ 等高線の伸び

➢ 火山の山体の伸びの方向

⚫ 山頂以外を囲う等高線

➢ 側火山の分布

➢ 火道の安定性

山頂を囲う等高線

山頂以外を囲う等高線
富士山の等高線の例
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今回の成果
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富士山

側火山

山頂以外を囲う等高線の面積の違いで、

火道の安定性を評価可能か検証

（国土地理院 10 mDEMを使用）

山頂を囲う等高線

山頂以外を囲う等高線
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火山噴出物の領域

１番長い線だけを引く

N=5

今回の成果

火山の山体の伸びの方向から、

放射状岩脈がよく発達する方向を推定
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※ 標高に応じて重みづけ

N=3

重心

今回の成果

山頂以外を囲う等高線の分布から、

放射状岩脈がよく発達する方向を推定
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富士山

岩木山

羊蹄山

桜島
伊豆大島

三宅島

鳥海山
浅間山

岩手火山群

妙高山

日光火山群
支笏火山

霧島山

秋田駒ヶ岳

有珠山(カルデラ）

草津白根山
吾妻山

箱根中央火口丘（カルデラ）

十勝岳

阿蘇中央火口丘

(カルデラ)

雲仙岳

阿寒火山
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火山地形のイメージ火道の位置が

比較的不安定

火道の位置が

比較的安定

不安定

安定

山頂以外を囲う等高線の面積により、

火道の安定性を判別可能
※ カルデラを伴う火山については、例外となるケースもある。
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今回の成果

【結論】
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火道の位置が
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375050 標高 (m)

N=46 N=114

※ 標高による重みづけ処理実施

等高線の伸びの方位 高まりを示す等高線が多く分布する方位

火道が安定している火山に対して、放射状岩脈が卓越する方向を推定可能
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今回の成果

【結論】

本研究によるメリット

⚫ 火山地形のデータとして出力できることにより、
他のデータと組み合わせた考察が可能

⚫ 本地形解析により、現地に行くことなく、現地調
査が必要な範囲の“あたり”をつけられる

⚫ 専門家以外でも利用が可能なため、火山防災の
事前検討など、幅広い活用が期待できる
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プレスリリース(2023/10/4)

岐阜新聞（10/5)、日刊工業新聞（10/9）に掲載

ふじのくに地球環境史ミュージアムでの展示・講演
(展示期間2022/6/7～8/7、講演2022/7/31実施)

日刊工業新聞への連載記事の寄稿（12/12に掲載）
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